
「
心
臓
病
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

な
っ
た
時
の
た
め
に
」

　

我
が
国
を
代
表
す
る
心
臓
病
の
権
威

で
あ
る
九
州
大
学
大
学
院
循
環
器
内
科

の
砂す

な
が
わ川
賢け

ん
じ二
教
授
が
、
が
ん
に
次
い
で

死
亡
率
の
高
い
心
臓
病
の
予
防
と
治
療

に
つ
い
て
特
別
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

砂
川
教
授
は
、
田
川
地
区
の
み
な
さ
ん

に
、
よ
り
健
康
的
な
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
前
置

き
し
、
非
常
に
わ
か
り
や
す
い
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

　

心
臓
病
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
は
、

第
１
に
、
た
ば
こ
、
肥
満
、
運
動
不
足
、

酒
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
生
活
習
慣
を
適

正
に
改
善
す
る
こ
と
。
第
２
に
、
心
臓

病
の
危
険
因
子
と
さ
れ
る
高
血
圧
、
高

脂
血
症
、
肥
満
・
糖
尿
病
は
治
療
す
る

必
要
が
あ
り
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常
、

糖
尿
病
の
治
療
薬
が
有
効
で
あ
る
こ
と
。

心
臓
病
に
な
っ
た
時
の
た
め
と
し
て
、

胸
痛
な
ど
心
臓
病
が
疑
わ
れ
る
症
状
が

出
た
時
は
、
致
命
的
な
可
能
性
が
高
く

な
る
発
症
か
ら
30
分
以
内
に
病
院
を
受

診
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
や
、
田
川
地
域

で
は
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
24
時
間
対
応
を

行
っ
て
い
る
田
川
市
立
病
院
へ
の
受
診

が
有
効
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
ま
し

た
。

「
田
川
地
域
に
お
け
る

医
療
の
完
結
を
め
ざ
し
て
」

　

齋さ
い
と
う藤
貴た

か
お生
田
川
市
病
院
事
業
管
理
者

の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
は
平
成
22
年
４
月
に
田
川
市
病
院

事
業
管
理
者
を
拝
命
し
て
以
来
、
こ
れ

ま
で
行
わ
れ
た
３
回
の
市
民
公
開
講
座

に
お
い
て
、
田
川
市
立
病
院
の
再
生
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
は
少
し
視
点
を
広

げ
て
、
田
川
保
健
医
療
圏
に
お
け
る
医

療
の
あ
り
方
と
い
う
観
点
も
交
え
て
、

３
年
半
の
取
り
組
み
を
説
明
し
ま
す
。

Ⅰ
田
川
地
域
の
医
療
の
現
状

　

田
川
保
健
医
療
圏
の
死
亡
率
は
、
平

成
22
年
度
調
査
で
、
福
岡
県
内
13
保
健

医
療
圏
の
う
ち
で
最
も
高
く
、
ま
た
、

４
大
死
因
疾
患
の
死
亡
率
は
、
悪
性
新

生
物
、
心
疾
患
お
よ
び
肺
炎
が
ワ
ー
ス

ト
１
位
、
脳
血
管
疾
患
が
ワ
ー
ス
ト
５

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

田
川
保
健
医
療
圏
の
死
亡
率
が
高
い

要
因
と
し
て
、
社
会
・
経
済
的
要
因
、

高
齢
化
、
保
健
・
福
祉
お
よ
び
医
療
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
医
療
に
関
し

て
は
、医
療
資
源
（
病
院
・
病
床
、医
師
・

看
護
師
）、
医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
、

医
療
機
関
の
連
携
な
ど
の
医
療
提
供
体

制
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
影
響
し

て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
病
院
・
病
床
、

医
師
・
看
護
師
に
つ
い
て
は
、
少
な
い

方
か
ら
５
～
６
位
で
、
医
療
機
関
へ
の

ア
ク
セ
ス
は
ワ
ー
ス
ト
２
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
田
川
地
域
全
体
で
の

医
療
機
関
の
連
携
は
十
分
と
は
言
え
ま

せ
ん
。

　

田
川
保
健
医
療
圏
の
最
も
大
き
な
問

題
は
、
平
成
20
年
度
に
お
い
て
、
他
の

保
健
医
療
圏
へ
の
患
者
の
流
出
率
が
33
．

３
％
と
極
め
て
高
く
、
国
の
基
準
で
あ

る
20
％
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
こ
と

で
す
。
疾
患
別
に
は
、
新
生
物
59
％
、

循
環
器
疾
患
40
％
、
呼
吸
器
疾
患
39
％

と
４
大
死
因
疾
患
で
特
に
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
要
因
と
し
て
は
、
前
述

の
諸
要
因
に
加
え
て
、
こ
の
時
期
に
お

い
て
地
域
中
核
病
院
で
あ
る
田
川
市
立

病
院
が
十
分
な
役
割
を
果
た
せ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
も
関
与
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

な
ぜ
な
ら
、
田
川
市
立
病
院
は
、
平

成
14
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
に
お
け
る
、

医
療
制
度
改
革
に
よ
る
診
療
報
酬
の
抑

制
、
新
臨
床
研
修
制
度
に
よ
る
医
師
の

激
減
に
よ
り
経
営
破
綻
に
陥
り
、
こ
の

期
間
に
お
い
て
急
性
期
の
患
者
の
受
診

が
著
し
く
減
少
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

Ⅱ
田
川
地
域
に
お
け
る

　

医
療
の
完
結
を
め
ざ
し
て

　

日
本
の
医
療
は
、
こ
れ
ま
で
お
の
お

の
の
医
療
機
関
に
お
い
て
診
療
が
完
結

す
る
医
療
機
関
完
結
型
で
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
地
域
の
全
医

療
機
関
が
連
携
し
て
予
防
、
急
性
期
・

慢
性
期
医
療
、
在
宅
医
療
、
介
護
な
ど

ま
で
を
完
結
す
る
、
地
域
完
結
型
に
大

き
く
変
わ
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
国
際
的
な
潮
流
で
あ
り
、
す
で
に
米

国
や
カ
ナ
ダ
な
ど
で
は
地
域
完
結
型
医

療
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

田
川
保
健
医
療
圏
で
は
、
医
療
提
供

体
制
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

地
域
完
結
型
医
療
へ
の
転
換
が
特
に
必

要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
田

川
地
域
内
の
各
医
療
機
関
、
特
に
急
性

期
病
院
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
資
源
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
と

発
想
を
転
換
し
、
各
医
療
機
関
が
相
互

に
連
携
し
て
、
田
川
地
域
内
住
民
の
医

療
を
で
き
る
だ
け
田
川
地
域
内
の
医
療

機
関
で
提
供
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
つ

く
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
平
成
25
年

７
月
31
日
に
「
田
川
地
域
医
療
機
関
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
目
的
は
、
田
川
地
域
内
の
医

療
機
関
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
田
川
地
域
内
の
住
民
が
田

川
地
域
内
に
お
い
て
継
ぎ
目
の
な
い
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
完
結

型
医
療
体
制
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
は
、
田
川
市
立
病
院
、
社
会
保

険
田
川
病
院
、
川
崎
町
立
病
院
、
糸
田

町
立
緑
ヶ
丘
病
院
、
福
智
町
立
コ
ス
モ

ス
診
療
所
、
福
智
町
立
方
城
診
療
所
の

６
医
療
機
関
で
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま

し
た
。
内
容
は
、
①
全
医
療
機
関
の
相

互
連
携
の
推
進
②
医
療
機
関
へ
の
ア
ク

セ
ス
の
向
上
で
す
。
全
医
療
機
関
の
相

互
連
携
は
、
公
的
医
療
機
関
か
ら
は
じ

め
、
次
い
で
医
師
会
と
も
協
議
し
、
可

能
な
ら
ば
２
次
医
療
機
関
（
急
性
期
・

慢
性
期
）、
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
介
護
施
設

な
ど
へ
と
広
げ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
ア
ク
セ
ス
の
向
上
に
つ
い
て
は
、

田
川
地
域
内
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
連
結
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

Ⅲ
田
川
市
立
病
院
の
再
生

　

田
川
市
立
病
院
で
は
、
前
述
し
た
観

点
も
踏
ま
え
つ
つ
、
平
成
22
年
度
に
中

期
事
業
計
画
を
策
定
し
、
市
立
病
院
の

再
生
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
再
生
へ
の

取
り
組
み
は
４
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す

が
、
中
期
事
業
計
画
は
予
定
通
り
に
進

め
ら
れ
、
目
標
も
概
ね
達
成
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
紙
面
の
都
合

上
、
ご
く
一
部
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
再
建
計
画
】

1
経
営
危
機
か
ら
の
離
脱

　

市
立
病
院
は
、
平
成
20
・
21
年
度
に

不
良
債
務
が
発
生
し
経
営
破
綻
に
陥
り

ま
し
た
が
、
緊
急
の
基
準
外
繰
り
入
れ

（
年
間
４
８
４
百
万
円
、
22
年
度
か
ら

３
年
間
）
お
よ
び
病
院
の
経
営
努
力
に

よ
り
、
23
年
度
に
は
不
良
債
務
を
ほ
ぼ

解
消
し
、
経
営
破
綻
を
離
脱
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
24
年
度
決
算

で
は
、
経
常
収
支
は
５
千
万
円
程
度
の

赤
字
に
改
善
さ
れ
、
黒
字
の
一
歩
手
前

と
な
り
ま
し
た
。（
図
１
参
照
）

2
根
幹
的
な
基
盤
の
再
整
備

⑴
医
師
の
確
保

　

医
師
確
保
の
た
め
に
、
教
育
病
院
と

し
て
の
医
療
の
向
上
、
医
師
の
勤
務
・

生
活
環
境
の
整
備
、
院
内
暴
力
対
策
、

福
岡
県
庁
・
田
川
市
本
庁
と
の
連
携
、

大
学
と
の
交
流
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

最
も
力
を
入
れ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
交
流
が
な
か
っ
た
県
内
４
大

学
医
学
部
と
の
新
し
い
連
携
関
係
の
構

築
で
す
。
病
院
事
業
管
理
者
の
大
学
訪

問
は
、
３
年
間
で
延
べ
３
０
０
回
を
超

え
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
努
力
が
実
を
結

び
、
九
州
大
学
を
は
じ
め
と
す
る
県
内

３
大
学
か
ら
新
た
に
医
師
が
派
遣
さ
れ
、

現
在
の
常
勤
医
数
は
38
人
、
応
援
医
師

は
45
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
事
業
計
画
】

1
住
民
が
安
心
で
き
る

　

医
療
の
提
供

⑴
田
川
地
域
の
医
療
の
確
保
・
補
完

　

が
ん
医
療
で
は
、
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
の
指
定
を
め
ざ
し
た
体
制
整
備

を
続
け
て
お
り
、
平
成
25
年
度
は
緩
和

ケ
ア
専
門
医
を
副
院
長
と
し
て
招し

ょ
う
へ
い聘
し

ま
し
た
。
ま
た
、
基
盤
整
備
に
伴
い
、

が
ん
患
者
数
お
よ
び
手
術
患
者
数
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

心
臓
疾
患
で
は
、
平
成
25
年
度
に
九

州
大
学
か
ら
部
長
を
迎
え
、
常
勤
医
３

人
体
制
と
な
り
、
血
管
造
影
装
置
を
最

新
の
機
種
に
更
新
し
ま
し
た
。
緊
急
を

要
す
る
心
筋
梗
塞
患
者
に
24
時
間
対
応

す
る
「
循
環
器
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
開

始
し
て
か
ら
患
者
数
が
増
加
し
て
お
り
、

心
臓
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
数
は
九
州
で
10

位
以
内
の
病
院
に
入
る
見
込
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

産
婦
人
科
は
九
州
大
学
か
ら
招
聘
し

た
常
勤
医
６
人
体
制
で
診
療
を
行
っ
て

お
り
、
田
川
地
域
の
産
科
医
療
が
充
実

し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
福
岡
県
内
13

保
健
医
療
圏
に
お
い
て
、
田
川
保
健
医

療
圏
は
分ぶ

ん
べ
ん娩
取
扱
施
設
（
病
院
）
に
勤

務
す
る
産
科
・
婦
人
科
医
師
数
（
対
人

口
10
万
人
）
は
第
１
位
、
ま
た
、
分
娩

取
扱
施
設
（
病
院
）
で
の
分
娩
数
（
対

人
口
10
万
人
）
は
第
２
位
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

小
児
科
は
九
州
大
学
か
ら
招
聘
し
た

常
勤
医
３
人
、
応
援
医
師
７
人
で
診
療

を
行
え
る
こ
と
と
な
り
、
25
年
４
月
か

ら
、
平
日
夜
間
の
診
療
時
間
を
18
時
～

22
時
の
４
時
間
に
拡
充
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
こ
の
時
間
帯
に
つ
い
て
は

田
川
地
域
の
子
ど
も
は
飯
塚
地
域
ま
で

行
く
必
要
が
ほ
ぼ
な
く
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
田
川
地
域
で
は
予
防
接
種
の
接

種
率
が
低
い
こ
と
を
受
け
、
九
州
大
学

教
授
の
監
修
に
よ
り
予
防
接
種
の
冊
子

が
作
成
・
配
布
さ
れ
、
好
評
を
博
し
て

い
ま
す
。

⑵
医
療
の
質
の
向
上

　

患
者
中
心
の
医
療
で
は
、
病
院
全
体

で
接
遇
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
、
患
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
明
ら

か
な
向
上
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
結
果
は
、
全
国
自
治
体
病
院
学
会
で

発
表
さ
れ
、
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　

我
が
国
で
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
（
診
断
群
分

類
）
を
用
い
た
包
括
支
払
い
制
度
が
採

用
さ
れ
、
急
性
期
病
院
で
は
こ
の
制
度

を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
必
須
と
な
っ
て

い
ま
す
。
市
立
病
院
で
は
、
中
期
事
業

計
画
に
沿
い
24
年
度
に
Ｄ
Ｐ
Ｃ
準
備
病

院
と
な
り
、
26
年
４
月
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象

病
院
指
定
を
め
ざ
し
、
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

⑶
病
院
の
基
盤
整
備

　

医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
向
上
を
図
る

た
め
に
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
決
め
、
病
院
一
体
と
な
っ
て
準
備
を

進
め
て
き
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
平
成

26
年
１
月
に
導
入
を
開
始
し
ま
す
。

2
医
療
行
政
に
対
応
し
た

　

医
療
の
提
供

⑴
急
性
期
医
療
へ
の
転
換

　

在
院
日
数
は
15
．
９
日
で
前
年
度
と

比
べ
１
．
２
日
短
縮
、
実
入
院
患
者
数

は
増
加
傾
向
、
病
床
利
用
率
は
86
．
５

％
に
維
持
と
、
急
性
期
医
療
へ
の
転
換

は
ほ
ぼ
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
最
も

重
要
な
手
術
部
門
は
、
24
年
度
か
ら
外

科
が
５
人
体
制
と
な
り
、
整
形
外
科
、

形
成
外
科
な
ど
外
科
系
各
科
の
努
力
に

よ
り
、
手
術
例
数
が
着
実
に
増
加
し
て

い
ま
す
。（
図
２
参
照
）

⑵
医
療
連
携
の
推
進

　

田
川
地
域
内
外
の
医
療
機
関
と
の
連

携
を
推
進
す
る
た
め
、
医
師
を
中
心
に

医
療
機
関
を
訪
問
し
、
紹
介
率
お
よ
び

逆
紹
介
率
が
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
ケ
ア
・
ミ
ッ
ク
ス
体
制
の
検
討

　

田
川
保
健
医
療
圏
で
は
療
養
病
床
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
包
括

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
向
け
、
体
制

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

3
経
営
の
健
全
化

⑴
経
営
管
理
体
制
の
整
備

　

原
価
計
算
を
導
入
し
、
診
療
科
別
原

価
計
算
、
原
価
計
算
に
よ
る
繰
入
金
算

定
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
給
食
業

務
の
委
託
化
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

⑵
経
営
改
善
の
実
行

　

外
部
の
有
識
者
を
交
え
た
経
営
改
善

推
進
委
員
会
を
開
催
し
、
中
期
事
業
計

画
の
取
り
組
み
状
況
と
業
績
評
価
に
つ

い
て
報
告
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
24
年

度
の
業
績
評
価
の
結
果
は
、
再
建
計
画

お
よ
び
事
業
計
画
と
も
に「
概
ね
達
成
」

と
判
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▲砂川教授

▲齋藤事業管理者

 ◆問い合わせ　田川市立病院　（☎44−2100）

平成25年10月７日、田川市立病院は、田川青少年文化ホールにおいて
今回で４回目となる市民公開講座を開催し、230人が参加しました。

市民公開講座
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手術例数（全身麻酔）の推移

病院事業収支の推移（15年度～24年度）

15年度 16年度 17年度18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

（百万円）

（件）

319

500

689

814

図１

図２

▲272 ▲144 ▲209 ▲0.2


